


このカタログの記載内容は2025年12月現在のものです。

●

●

●注　意

用途にあった商品をお選びください。不適切な用途で使われますと事故の原因になることがあります。

ご使用の前に取扱説明書をよく読んで正しくご使用ください。取扱いを誤りますと故障や事故の原因になります。

このカタログの仕様、構造などの記載内容は予告なしに変更することがあります。
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仕　様 結線図

取付け・取扱上のポイント

注１． 初回は、約２分程度充電(通電)してから弁閉作動を行ってください。
初回作動時、または長期運転休止後の再運転時はキャパシタの充電が必要なため、通常よりも
弁開に時間がかかります。

注２．

適用圧力

端接続

製品記号

適用流体

呼び径

流体温度

型式

作動

許容漏洩量

周囲温度

材質

定格電圧

許容電圧変動範囲

定格電流

起動電流

弁閉時間/90°

絶縁種別

耐電圧試験

絶縁抵抗

保護構造

手動機構

消費電力

弁開時間/90°

JIS Rcねじ

-10～50℃

ＭＲ-７ＣＲＮ

ＭＲ７ＣＲＮ-Ｊ

20 ・ 25 32 ～ 50

停電時弁閉 ( キャパシタ )、 通電時弁開

水 ・ 非腐食性の液体

0.1 ～ 1.0MPa

5 ～ 60℃

なし ( 圧力計目視、 0.1 ～ 1.0MPa 時 )

本体 (ＣＡＣ４０６)、 弁体 (ＳＣＳ１３)

AC100V/200V、 50/60Hz 共用

定格電圧 ±10％

0.03/0.015A(AC100/200V)

AC1500V/min

15VA( キャパシタ充電時 )

3VA( キャパシタ充電完了時 )

35VA( キャパシタ充電時 )

3VA( キャパシタ充電完了時 )

A 種

20MΩ以上

防塵防噴流形（IP-55相当）

付(丸棒等にて操作)

6 秒注２． 4 秒注２．

6 秒 ( キャパシタ充電完了時 )注１． 4 秒 ( キャパシタ充電完了時 )注１．

0.15/0.075A

(AC100/200V)

0.35/0.175A

(AC100/200V)

構造・寸法表

使用しない線（白又は赤）は必ず絶縁処理してご使用ください。
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配管例略図

屋外設置の場合には、直射日光は避けてください。●

凍結の恐れがある場合は、水抜きや保温などをしてください。

※凍結しますと破損の原因となります。

●

保 温 施 工 時 に は ア ク チ ュ エ ー タ 、 手 動 操 作 部 に は 保 温 材 を

取付けないでください。

●

製品の一次側には、ストレーナを取付けてください。

※異物の混入により、弁漏れ、作動不良などの原因となります。

●

取付姿勢はアクチュエータを上とした正立から水平までの範囲です。

ただし、屋外で使用する場合は、アクチュエータを上とした正立取付と

●

してください。

本製品を配管取付する前に、配管内の洗浄を十分に行ってください。

※管内の洗浄が不十分な場合、ゴミ噛による作動不良などの原因

●

運転を止められない場合、製品の一次側から二次側へのバイパス

配管(止弁を設置)を設けてください。

●

となります。

※故障時や製品分解・交換の際、運転のためにバイパス配管が必要です。

配管時に本体とエンドキャップのねじ込みが緩む(反時計)方向に力を

加えないでください。また製品には、配管の荷重や無理な力・曲げ、

および振動がかからないよう配管の固定や支持をしてください。

※配管の固定をしない場合、製品の損傷や作動不良の原因と

●

なります。

止弁

止弁

ユニオン
継手

ストレーナ

バイパス配管

逆止弁止弁

ユニオン
継手

ユニオン
継手

遮断弁
MR-7CRN型




